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山忠木材株式会社 

平成２６年９月の「大阪森林便り」 
 

繊維業界と木材業界のコラボ  

－ 木糸の魅力 間伐材使用 

 「木糸（もくいと）」とは、間伐材を使用してできた糸のことです。間伐

材と麻（強度性に着目）を半分ずつ使用した木糸を製作しています。 
（2014 年 8 月 5 日 東洋木材新聞記事から抜粋) 
 

一園一室木のぬくもり推進モデル事業 

 大阪府が平成２５年度からスタートした「園一室木のぬくもり推進モデ

ル事業」。採択された保育園は１３園。補助金は一園あたり定額８０万円で、お

おさか材使用が条件。平成２６年度も府の継続事業として現在募集中です。 
（2014 年 8 月 5 日 東洋木材新聞記事から抜粋) 

 

平成２６年度一園一室木のぬくもり運動 － 大阪府 

大阪府木材連合会が基金設置 

 本事業は、府下１２００の保育園のほとんどがビニールに囲まれ、一室

だけでも木を使い、園児たちの不健康な環境を改善するためにスタートした運

動です。初年度は１３保育園に補助金を交付しました。  
（2014 年 8 月 20 日 東洋木材新聞記事から抜粋) 
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琵琶湖のヨシ 緑化パネルに － 滋賀のＮＰＯ開発 

耕作放棄地のコケも活用 

 琵琶湖に生育するヨシと、耕作放棄地で育てたコケを使った緑化パネル

を、滋賀県で活動するＮＰＯ法人が開発しました。 
 建物屋上などに設置し、温暖化ガスの削減や室内温度の上昇を抑えることを

目指します。 
（2014 年 8 月 19 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 

針葉樹合板の減産継続 － ９月１５％ 

セイホクと林ベニヤ産業 

 針葉樹合板のメーカーが相次いで減産の継続を決めました。７～８月に

前年比１～２割の減産を実施していますが、９月も約１５％減産します。 
 針葉樹合板のメーカー出荷量は、４月以降に減少しました。５月、６月はと

もに前年同月比２割弱減っています。 
 減産による需給の引き締めを続けます。価格は、６月に前月比５％下落した

後は横ばいが続いています。  
（2014 年 8 月 23 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 

針葉樹合板の生産量８％減 － ７月   出荷は増える 

 針葉樹合板の国内生産量が、２年半ぶりに減少しました。７月の国内メ

ーカーの生産量は２１３，３０７ｍ３で、前年同月と比べ８％減りました。 
 合板工場の７月末の在庫量は、前月比６％増。出荷量は、前月比１２％増え

るなど回復の兆しもあります。  
（2014 年 8 月 26 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 

 


